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オーストラリアレポート
豪州の2020年1－3月期GDPと足元の豪ドル相場の回復
 豪州の1－3月期ＧＤＰは9年ぶりのマイナス成長となり、4－6月期の景気後退も避けられない見込み。
 森林火災やコロナ危機の影響で消費が大幅に減少。しかし、主要国の中ではＧＤＰの落ち込みが最も軽微。
 コロナ問題の早期収束期待などから豪州の消費者心理が正常化へ向かうなど豪州景気の先行きに明るい兆し。
 コロナ危機の早期収束や経常黒字拡大など豪州経済の再評価から、 豪ドル相場はコロナ危機前の水準へ回復。

（審査確認番号 2020 ‒ ＴＢ93）

1－3月期の実質GDPは9年ぶりのマイナス成長

豪州の2020年1－3月期の実質GDP（国内総生
産）は前期比－0.3％と、2011年1－3月期以来、
9年ぶりのマイナス成長となりました（図表1）。

コロナ感染拡大の抑制に向けた入国者への隔離規
制の影響などから、4－6月期の実質GDPは一段の
落ち込みが予想されており、景気後退（2四半期連
続の前期比マイナス成長）は避けられないとみられ
ています。
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民間消費の大幅な減少が実質GDPを押し下げ

豪州の1－3月期の実質GDPがマイナス成長となっ
た要因として、2020年初に深刻化した森林火災に
加え、3月以降の新型コロナウイルスの国内感染の
影響が挙げられます。

特に1－3月期の成長率を押し下げたのは、GDPの
約6割弱を占める民間消費の大幅減少でした（図表
2）。新型コロナウイルスの感染抑制のため、豪州
においても各種経済活動を制限する規制が強化され
たことなどから、1－3月期の実質民間消費は前期
比1.1％の減少となりました。

また、その他のGDPの構成項目に関しても、1－3
月期は住宅投資（前期比ー1.7％）や民間投資
（同ー0.4％）などの民間部門の経済活動の縮小が
みられました。

（出所）豪州政府統計局
（期間）2018年7ー9月期～2020年1－3月期（四半期）

（出所）豪州政府統計局
（期間）2010年1－3月期～2020年1－3月期（四半期）

図表1：豪州の実質GDP成長率の推移

主要国の中で豪州のGDPの落ち込みは最も軽微

主要国の1－3月期の実質GDP成長率の結果を比較
してみると、豪州の成長率の落ち込みが最も軽微で
あったことが分かります（図表3）。

中国では1－3月期の実質GDP成長率は前期比ー
9.8％の大幅な下落となりました。感染が拡大した
欧州主要国も前期比2.0～5.0％台のマイナス成長
となったほか、米国（前期比ー1.3％）や日本（前
期比ー0.9％）でも豪州の成長率を下回りました。

図表３：主要国の1－3月期の実質GDP成長率の比較

（出所）各国公式統計
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消費者心理の改善が民間消費の持ち直しに

豪州の1－3月期の実質GDP成長率を主に押し下げた
のが民間消費であったということは、今後の豪州景気
の先行きにも民間消費が重要であると思われます。

消費者心理が3月下旬で底を打ち（図表4）、回復傾
向にあることから、今後、民間消費の持ち直しが期待
できそうです。

図表４：豪州と米国の消費者信頼感指数の推移

（出所）ANZ・ロイモーガン、ブルームバーグ
（期間）2020年1月5日～5月31日（米国は5月24日）（週次）

民間消費の回復により景気回復が期待される

新型コロナウイルス感染に終息の兆しが見えてきた
ことで、豪州の消費者心理は改善に向かったものと思
われます。一方、感染拡大が止まらず、感染者数・死
亡者数ともに世界一の米国では消費者心理は悪化を続
けています（図表4） 。

今後、米国において新型コロナウイルスの感染拡大
が終息する方向に向かえば、消費者心理の改善に伴い
民間消費が回復し、景気回復も期待できるものと思わ
れます。米国経済をはじめとした世界経済が回復する
ことで、投資家のリスク選好姿勢が強まり、株高・資
源高が進めば、資源国通貨である豪ドルが選好される
こともありそうです。

豪ドル相場はコロナ危機前の水準まで回復

為替市場では、コロナ危機前の水準まで豪ドル相場
は急速に値を戻しつつあります。豪ドルの対米ドル相
場は節目の1豪ドル＝0.7米ドルの水準に近づきつつ
あり、対円相場も1豪ドル＝75円近辺へ回復していま
す（図表5）。背景として、次の2つの点が挙げられ
ます。

第一に、コロナ危機の収束に向けた楽観論が世界の
金融市場に広がりつつあり、米ドルから資金を分散さ
せる動きが見え始めている(=米ドル安が進行してい
る)ことです。

第二に、豪州経済のファンダメンタルズの優位性へ
の評価がなされていると考えられます。豪州国内では、
新型コロナウイルスの感染終息に向けた政策対応が奏
功し、経済活動の本格的な再開が視野に入りつつあり
ます。また、主要輸出資源である鉄鉱石価格が上昇傾
向にある中、豪州の1－3月期の経常収支が過去最高
の黒字額を更新したことも、豪ドル相場の支えとなっ
たと言えそうです（図表6）。

図表５：豪ドル相場（対米ドル、対円）の推移

（出所）ブルームバーグ
（期間）2020年1月1日～6月3日（日次）

図表６：豪州の経常収支の推移

（出所）豪州政府統計局
（期間）2010年1－3月～2020年1－3月（四半期）

≪参照マーケットレポート≫
オーストラリアレポート（2020年5月28日）「コロナ危機からの豪ドル相場回復を支える3つの要因」
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